
発 行 ／国 見 町 役 場

編 集 ／企　 画　 課

福島県伊達郡国見町

大字藤田字一丁田二

２ノ｜・ 鮪9-17

電話藤1削0245羃5)211剴佝

昭 和55 年 ４ 月15 日

No.82

人 口 と世 帯
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（前月比）£ず/ふ
男 鈿四 人 卜15 ）

女6,152 人（－８）
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世帯數2.794（±0 ）
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新入学おめでとう
入学おめでとう一 穏やかな日よりに

めぐまれた４月４日。网内４つの小学校

で入学式が行われ｡179人の骭-一年生が誕

生しました。

小坂小学校（写真上）は ，今年度中に

校舎を改築するため，この校舎では最後

の入学式です。

22人の新一年生はお母さ人方の手にひ

かれ早々と登校，学校生活への期待と不

安を胸に 。元気に一年生のスタートをき

りました。



小
坂
小
学
校
を
改
築

昭
和

五
十
五
年

度
の
町

の
一
般
会

計
。
特
別
会

計
、お
よ
び
水

道
企

業
会

計
の
予

算
が
、
三
月

十

一
日

か
ら
始
ま

っ
た
第
一
回
町
議
会
定
例
会
で
可
決
さ

れ
ま
し

た
。（
議
会

は
十

九
日

閉
会
）

今

年
の
一
般
会

計
の
予

算
規
模

は
、
十
六
億
五
千
五
百
万

円
で

、
前
年
度
に
比

べ
る
と
九
千

五
百
万

円

、
率
に
し
て

六
・

一
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会

計
の
う
ち
の
国
保
会
計

は
医
療
費
の
値
上

げ
な
ど
か
ら
五
千
二

百
三
十
八
万

円
の
増
、
率

に
し
て

一
三
・
三
％
の
伸
び
と

な
り
ま
し
た
。

今
月
は
お

も
に
一
般
会
計
の
使

い
み
ち
に
つ

い
て
お

知
ら

せ
し

ま
す
。

歳
入

歳
人
を
人
き
く
分
日
る
と
、
国
や
県

に
た
よ
る
依
存
財
源
｛

地
方
久
付
税
、

国
・
県
支
出
僉
。
町
債
な
ど

｝
と
、
町

が
自
ら
生
み
出

十
自
主
財
陣
（
町
税

な

ど
）
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

国
‥｝’町
は
約
八

割
近
く
が
依
存
財
源

で
賄
わ
れ
て
お
り
、
相
変

わ
ら
釘
の
苫

し

い
台
所
で
す
。

地
方
交
付
税
（
四
八
・
四
％
）

八
億
七
十
二
万
円

地
方
交
付
税
と
は
、
町
の
仕
嘔
を
進

め
て

い
；

た
め

ご
町

乃
収
廴

″・
け
こ
１

り
な
い
と
き
国

が
補

っ
て

く
れ
る
も
の

で
す
。
今
￥

は
こ
の
伸

び
が
少
な

い
の

で
。
前
年
に
ま
し
て

き
び
し

い
現
状
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
税
あ
れ
こ
れ

私
た
ち
が
納
め
る
税
金
は
。
岡
税
、

県
税
、
町
税

の
三

つ
に
分
か
れ
て
い
ま

す

。そ
の
な
か
で
特

に
町
税
は
。
町
づ
く

り
の
重
要

な
財
源

と
な
る
も
の
で
、
次

の
も
の
が
あ
り

ま
す
。

町

税

町
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

町
た
ば
こ
消
費
税

亠
｀
訊
・
ガ
ス
税

未

材
引
取
税

特
別
土
地
保
有
税

そ
こ
で
今
月

か
ら
五
回
連
続
で
町
税

の
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま

ず
は
、
四

目
‥
の
納
税
で
あ
る
㈲
定
資
産

税
か
ら
１

．

固
定
資
産
税

町
税
の
う
ち
で
一
番
多
く
四
四
％
を

占
め
、
五
十
五
年
度
は
一
億
二
千
万

円

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
納
税
す
る
人

〇

毎
年

。
月

一
日
現
在
で
町
内
に
土
地
、

家
噸
、
債
却
資
金
を
所
有
し
て
い
る
人

に
か
か
り
ま
す
。

０
固
定
資
産
の
価
格
の
決

め
方
０

自
治
大
臣
の
示

す
固
定
資
産
評
価
基

準

に
よ
り
定
め
ら
れ
た

手
続
き
に
よ
っ

て
評
価
し
、
圃
定
資
産
課
税
台
峨
に
登

16億5500万

円
予算きまる

歳入



一般会計は

昭和55年度
歳　　出

16億5,500万円

町
　

税
（
一
七
・
〇
乙

二
億
八
千
百
六
十
六
万
円

収
人
の
こ
盾
め
は
、
払
た
ち
が
納
め

る
税
金
の

卜町
税
』
で
す
。
町
陛
は
総

収
人
の

ー
じ
％
で
、
固
定
資
産
悦
、
町

民
税
、
た
ば
こ
消
費
陛
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

一
町
　

慎
（
一
〇
・
九
乙

一
億
七
千
九
百
二
十
万
円

町
俵
は

い
わ
ゆ
る
町
の
借
漸
で
ず
『

逗
羚
や
河
川
の
螫
隴
な
ど
、
町
の
財
源

だ
け
で
ま
か
な
い
き
れ
な
い
と
き
の
不

足
を
補
い
ま
す
。

・
国

・

県

支
出

金
二

三
・
二
％
）

二
億
三
千
五
百
五
十
七
万
円

こ
れ
は
、
町

が
特
定
の
汢
嘔
を
行
う

川
べ
日
に
国

や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。
た
と
え

ば
、
道
路
や
幸
校
建
般
、

義
務
教
青
費
、
老
人
医
療
費
な
ど
が
あ

り
ま
十

改
築
が
予
定
さ
れ
る
小
坂
小

歳
　
出

今

年
は
、
要
望
の
商
か
っ
た
小
坂
小

字
校

の
改
築
を
は
じ
め
、
森
江
野
小
の

プ
ー
ル
建
設
な
ど
に
よ
り
．
教
育
費
が

総
戸
算
の
第

．
位
、
．
に
じ
・
九
％
を
占

め
て
お
り
ま
十
．
こ
の
巾
に
は
、
藤
田

小
改
築
事
前
調
介
費
百
万

円
も
含
ま
れ

て
い
ま
↑

．

教
斤
費
以
外

に
つ
い
て
は
．
経
費
の

抑
制
に
っ
と
め
、
健
令
財

政
を
維
綿
す

る
た
め
に
出
費
の
効
率
化
を
闘

っ
た
堅

実
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
．

歳

出
の

詳

細
は

次
の

ペ
ー
ジ
で
す

録
さ
れ
ご
二
月
一
目
か
ら
二
十
日
ま
で

関
係
者

に
縦
覧

い
た
し

ま
す
。

○
税
額
の
計
算
と
税
率
○

固
定
資
産
税
額
は
、
課
税
標
準
額

に

税
率
を
乖
じ
て
叶
算
し
ま
す
。

税
率
は
最
鳥
島
で
す
が
。
標
準
税
率

は
鴣
で
、
国
兄
町
も
標

串
税
率
を
用

い

て

い
ま
す
。

○
免
税
点
○

固
定

資
産
税

に
つ
い
て
は
、
少
額

の

固
定
資
産
に
ま
で
負
担
を
求
め
な
い
と

い
う
趣
旨
か
ら
、
算
出
の
基
礎
と
な
る

課
税
標
準
額

が
、
土
地
十
五
万
円

、
家

噸
八
万
円
、

償
却
資
雌
百
万

円
に
満

た

な

い
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
納
期
○

納
税
通
知
黯

に
よ
り
年
四
回

に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一

期
↓

四

月
、
二

期
↓

七
月

。
三

間
↓

九
月

、
四

期
↓

ト

ー
月

○
固
定
資
産
税
の
特
例
○

・
新
築
住
宅

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
場

合
減
額
に
な
り
ま
す
。

床
面
積

が

ー
〇
〇
甲

方
‥
ご

約
3
0坪

）

以
下

で
一
定
額
以
ド
の
場
合

、
三
年
間

に
限
り
税
頗
の
古
が
城
郭
さ
れ
ま
す
。

・

家
屋
を
取
り
こ
わ
し
た
錫
合

新
築
、
増
築
、
そ
の
他
家
屋

を
取
り

こ
わ
し
た
と
き
は
、
吸
複
課
暁

を
防

ぐ

た
め
連
や
か
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
い
こ

と
を
聞
き
た
い
方
は
。

葭
川
咬
務
廠

一
さ
２
－
‐
‐

斤
４
－

６

３

｝
へ
む
気
軽

に
ど
う

ぞ
。



農林水産業費

１億6､732 万円(10.1％)

昭和50年度から進めてきたほ場

螫卿事業も森山の一部を残すのみとなり、今年慶から

は道路や水路などの整傭に入ります。

また、今年は特に。水田利用再編対策に伴い、麦作

集団育成などの転作に力を入れました。的年に比ぺで28.4

％、3.704 万円の伸びです。

・ 水田利 川再編 対策推 進賢…………………-…………540 万円

・ 麦作集団 育成 総合 対策 費……………………………432 万円

・転 作基盤 合理 化促 進費………………………………828 万円

・地 域農 袰生産 総合振 興 費……………………………300 万円

・農 業団 体育成 活助 補助 金……………………………224 万円

●町 営牧場 整備 事業 費……………………………………123 万円

・町単 独土地 改良 事 業費………………………………740 万円

・伊 達地区 広城営 農団 地農 道整 備促進 協議会 負担 余

…………………1､291 万円

・伊達 西部 土地改 良区 負担 金……………………1.348 万円

・西 眼堰土地 改良 区 負担 金……………………………169 万円

・ 土地 改良 事業 長期 偵償迎 助成 金………………1,018 万 円

・ 鳥取 林道開 設 整備 事裏……………………………2,820 万 円

・ 桑折 町・国 見町 有 北山 組 合負担 忿 ……………173 万円

土　木　費

１億5,591 万円（9.4 ％）

道路はわたしたちの生活の動脈

となるもの。それだけに、住みよい環境づくり、町づ

くりに道路網の整臓は欠かせません。

今年は、拡幅改良九路線。舗装工事二路線が17定さ

れています。予算額は前年より12％減となりました。

●土木 管理費………………………………………………3.095 万円

’道路 嬌梁費………………………………………………1.644 万川

●道路 新設改良 費………………………………………9.897 万 円

゛住宅 費…………………………………………………………154 万円

民　生　費

１億8､832 万円(11.4％)

この経費は、お年寄りや子供、

身体障害 者など、社会的に弱い立場にある人達の福祉

を進める経費です。民生委員に婪する費用や老人医僚

費、季節保育所の経賢がおもなもので、前年に比べて8.3

％、1,437 万円の増となりました。

・ 重度心 身障 害者医 療費 補助…………………………154 万円

・ 梢神薄 弱者 収容 更生施 設交付 金…………………188 万円

・ 老人家 庭 奉仕員 委託料………………………………14 】万円

・ 敬 老祝金 など老 人福 祉費……………………………382 万円

・ 養護 老人 ホーム 組合負担 金…………………………258 万円

●老人医 療費………………………………………………6.719 万円

・ 季節保 青所 に嬰 する経 費……………………………998 万円

●孔児医 療費扶 助賢………………………………………102 万円

●児童 手当…………………………………………………2.377 万円

●児 童 福朴施 設費………………………-……………3.716 万円

衛　生　費

１億7.007 万円(10.3％)

この経費は、町瓜の健康を守る

ため成人病検診をはじめ、各種の予防対策や、清潔で

美しい町づくりをするための費川です。おもなものと

して、公立病院組合負担金、伊達衛生処理組合負担金

などがあります。前年に比べて8.3 ％、1.302 万円の

増となりました。

循環６ 検診 事 裏…………………………………………271 万円

成 人病 検診 事 宸…………………………………………174 万円

公立藤 Ⅲ病院 組 合負担 金…………………………7.340 万円

三町火 葬場 協議会 負担 金……………………………212 万円

結核 検診事 業……………………………………………… 】6】万円

各枚予 防対 策事裏………………………………………235 万円

ご み収 集民間 委託 料……………………………………600 万円

伊 達衛 生処理 組合 負担 金…………………………4,948 万円

町
職
員
の
人
事
異
動

四

月

一
日

付

四
月
一
日
付
で
町

職
員
の
人
事
異
助

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
係
は
次

の

と
お

り
で
す
。
　

（
　

）
内

は
旧
任

▽
税
務
陳
主
任
主
吏
兼
賦
課
係
長
（
保

健
課
国
保
係
長
）
佐
竹
弘
治
　

▽
住
民

練
褊
祉
係
長
（
税
務
課
賊
課
係
主
査
）

吉
田
俊
江
　

▽
会

計
室
出

納

係

主

査

（
総
務
課
庶
務
係
）
武
田
友
江
　

▽
総

易
課
主
任
主
査
鷹
務
係
付
－

県
出
向

↓

（
税
務
課
主
任
屯
立
蒙
賦
課
係
長
）
須

田
善
治
　

▽
保
健
課
国

保
係
長
｛

住
民

課
福
祉
係
長
｝
小
野
智
曩
　

▽
税
務
課

徴
収
係
主
査
（
教
委
・
学
枚
敏
育
係
主

査

）
佐
藤
幸
子
　

▽
住
民
課
戸

籍
住
民

係
主
立
｛

教
委

・
県
北
中
主
査
｝
高
橋

喜
久
　

▽
纜
業
課
峺
業
係
（
建
設
課
建

般
係

）
阿
郎
正
　

▽
建

設

課

建

設

係

（
産
業
課
産
業
係

）
八
鳥
英
雄
　

▽
総

務
課
庶
務
係
（
住
民
課
一
尸
躇
住
民
係

）

菊
地
富
子
　

▽
税

務
課
賦
課
係

（
住
民

課
生
活
環
境
係

）
武
川
幹
夫
　

▽
住
民

課
生
活
環
境
係
｛
総
務
烽
文
書
係
｝
佐

藤
弘

利
　

▽
教
委

・
学

校
枚

奪
係
長

匸

会

計
室
出
納
係
主
査
）
吉
田
岬
雄

一
マ
教
委
・
県
北
中
主
査

一
教
委

・
公
民

一
館
係
）
谷
津
美
代
子
　

▽
教
委
・
公
民

館
係
（
税

務
轟
徴
収
係

）
武
田

慶
子



総　務　費

２億1.956 万円(13.2％)

こ の経費 は、 総務 管理 賢、 微視

費、 戸籍住 民基 本台帳 費 、選 峯費、 統計調 査費 があり 、

人件 費、 交通安 全関 係、 今 年７月 に行 われる 参議院 選

挙 経費な どが含 まれます。

・特 別職 およ び一般 職 の人 件費…………１ 億1,953 万円

●交通安 全対 策費…………………………………………339
万 円

・ 税務事 務合 理化 のた めの 計算 セン ター委託 料

…………………263 万円

・町税 の前納 お よび完納 報 償金……………………610 万円

●参議 院選 挙 執行経費……………………………………201
万円

●県知 事選 挙執 行
経 費……………………………………180 万円

・町 長選 挙執行 経費………………………………………154 万円

●統 計餌 査費…………………………………………………210
万円

●広 報活 動費………………………
…………………………140 万円

特別

会計

特　別　会　計

水道事業会計

会　針　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　　 較

国民健康保隙 445,000 392,619 52,381

貝田簡易水;1 8.551 3,728 4.823

育　　　 戔 2,771 2,904 △　133

入 山 財 産 区 5,005 746 4,259

大木戸財産区 152 323 △　171

藤 田 財 産 区 711 3,074 △2､363

計 462,1叩 403,394 58,796

科　　　 目 本年度予算額前年度予算師比　　　 較

収 益 的
収入 90.727 65､484 25.243

支出 83.145 64,309 18,836

資 本 的
収入 113,910 113,010 900

支出 131,213 132,408 △1 ，195

教　育　費

４億6 、208万円(27.9％)

教育費は、学校教育だけでなく。

社会教育を含めた生涯教育を推進する幅広い範囲をも

っています。今年は、小坂小学校を改築するために歳

出総額の第一位｡27.9 ％を占めています。そのほか、

森江野小学校のプール建設、給食センター負担金、公

民館活動費などが含まれています。

・ 小坂 小学 校改 築事業 費……………………２億3. α}2万円

・ 藤 川小学 校改 築事 前綢査 費……………-…………100 万円

・ 森江 野小 学 校プー ル建設 費……………………2,657 万円

・ 県北 中学 校管理 経 費……………………………………974 万円

●各小 学校 菅理 経費……………………………………1.953
万円

・ 各小学枚 教育 振興 経費………-………………-･･･】.220万円

・ 県北 中学 枚教 育振 興経費……………………………555 万円

●幼 碓園管 理運 営費………………………………
………355 万円

・町 民学枚 な どの開 設経 費……………………………1 】4万円

●福祉 セン ター維持 管理 費…………………
…………664 万円

・町 民 スポ ーツ振 興に 嬰す る経 費…………………318 万 円

・伊 達 ・桑折 ・国 兇町学 枚給 食 七ン ター９ 担 奮

…………………2,148 万円

消　防　費

7､776万円（4.7 ％）

町 民の 生命 と財産 を守 る消防 。

今年 も常 備消防 、町 消防 団 を中 心 に消防施 設の 整備 を

は か つて い きます。 消防 ポ ンプ自動 車一 台を瞬 入、 さ

ら に防 火水槽 二期 を建 設、防 火体制 の強 化、 充実 をす

す め ます。

・伊 達地 方消 防組 合負 担金－ ……………………5.333 万円

●非常備 消防 費…………………………………………1.331
万円

●消防施 設 費…………………………………………………837
万円

先
生
方
の
人
事
異
動

四
月

一
日
付

退

職
　
　
　
　

（
　

）
内

は
旧
任

▽
早
田
鴇
（
蒔
田
小

）
　

▽
長
沢
マ
ス

エ
（
藤
田
小

）
　

▽
根
本
フ
キ
｛

小
坂

小
｝

転

出

▽
県
文
化

セ
ン
タ
ー
（
藤
田
小
）
渡
部

正

億
　

▽
伊
達
町
立
東
小
（
藤
田
小
）

噸
成
寺
一
　

▽
霊
山
町
立
大
石
小
｛
藤

剛
小

｝
佐
野
浩
　

▽
桑
折
町
立
半
田
醸

芳
小
（
小
坂
小
）
靭
内

サ
ダ
子
　

▽
福

鳥
市
立
森
合
小
（

小
坂
小

）
小
野
正

夫

▽
保
原
町
立
保
原

小
｛
森
江
野
小

｝
斎

藤

徹
誰
　

▽
福
鳥
市
立
蓬
莱
小
｛
大
木

戸
小

｝
遠
藤
美
知
子

転

入

▽
藤
田
小
（
霊
山
町
立
掛

田
小
）
山
本

怛

推
　

▽
藤
田
小
｛

童
山
町
立
石
田
小

｝

門

聞
男
　

▽
藤
缶
小
｛

東
和
町
立
北
戸

沢
小
｝
安
斎
淑
子
　

▽
藤
田
小
（
柳
津

町

立
久

保
田
小

）
二
瓶
洋
充
　

▽
藤
田

小
（
舘
岩
村
立
舘
岩
小

）
梅
富
侵
子

▽
藤
田
小
（

新
探
用

）
笠
井
啓
子
　

▽

小
坂
小
｛
郡

山
市
立
多
田
野
小

｝
堀
内

久
美
子
　

▽
小
坂
小
｛

泉
崎
村
立
泉
崎

第
二

小

｝
宍
戸

富
美

子
　

▽
小
坂
小

｛

新

採
用

｝
佐

原
健

一
　

▽
小
坂
小

（
川
俣
町
立
川
俣
小
）
尾
形

雅
隴
　

▽

森
江
野
小
（
新
採
用
）
須
藤
正
調
　

▽

大
木
戸
小
（
新
採
用
）
馬

場
真
理
子



省
エ
ネ
時
代
の
運
転
マ
ナ
ー

ム
ダ
を
な
く
し
効
率
的
に

い

ま
。
国
を
挙

げ
て
七
％
の
石
油
節

減
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
は

、
み

な
さ
ん
よ

く
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

と
こ
ろ
で

、
わ
が
国
に
は
現
在

。
約
一
二
千
七
百
万
台
の
自
動
車
が
走

っ
て
い

ま
す
が
。
そ
の

大
田
分
が

ガ
ソ
リ
ン
を
燃
料
と
し
て
お
り
、
年

間

消
費
－

は
約
二
千

七
百
万

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
わ
が
国
石
油
消
費
量

の

約
一
罰
を
占
め
て
い

ま
す
。

ド
ラ
イ

バ
ー
の
み

な
さ
ん
の

一
人
ひ
と
り
の

”
省
エ
ネ
運
転

”
が

、

国
全

体
と

し
て
の

大
き
な
節
約
効
果
と

な
っ
て
実
を
結
ぶ
の
で
す
。

”
省
エ

ネ
時
代

”
の

ド
ラ
イ

バ
ー
の

条
件
－

そ
れ
は

、
ム
ダ
の
な

い
効
果

的
な
運
転
マ

ナ
ー
に
あ

る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

急
発
進
を
し
な
い

。信
号
グ
ラ
ン
プ
リ
″
は

危
険
ブ
ラ
ス
燃
料
の
ム
ダ

”信
吟

グ
ラ
ン
プ
リ
”
な
ど
と
い
う

言
葉
が
あ
る
そ
う
で
、
信
号
が
龠
に
変

わ
る
や
否

や
わ
れ
先
に
飛
び
出
す
レ
ー

ス
並
み
の
運
転
を

す
る
人
が

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
忽
発

進
は
、
危
険
で
あ

る
ば
か
り
か
、
燃

料
の

ム
ダ
で
す
。

急
発
進
を
卜
回
繰
り
返
す
と
、
籥
通

発
逮
十
回
に
比
べ
て
燃
料
を
ー
〇
〇
｀

多
く
使
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

一
〇
〇

｀
と

い
う
と
、
牛
乳
ぴ
ん

ー

本

の
約
半
分
の
髦
で
す
が
、
な
ん
と
こ

れ
だ
け
で
約
七
百
メ
ー
ト
ル
も
走
れ
ま

す
。

空

ぶ
か
し
は
や
め
よ
う

イ
ラ
イ
ラ
す
る
の
は

栢
神
衛
生
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

渋
帯
や
信
号
持
ち
で
停
車

し
て

い
る

間
も
、
ア
ク
セ
ル
を
ハ

タ
（

夕
踏
み
こ

ん
で
空
ぶ
か
し
を
し
て

い
る
人
を
み
か

け
ま
す
。

空
ぷ
か
し
を
十
同
や
る
と
約
五
〇

｀

の
燃
料
が
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。
五
〇

｀

で
約
一
二
百
五
十

メ
ー
ト
ル
走
れ
ま
す
か

ら
、
空

ぷ
か
し
は
も
っ
た

い
な
い
括
で

す
。一

急

加

速
を

し

な

い

ア
ク
セ
ル
操
作
を
滑
ら
か
に

一
定

の
道
度
で
走
ろ
う

自
動
車
は
、
一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で
走

っ
て

い
る
と
き
が
、
燃
料
消
費
が
一
番

少
な
く
て
す
み
ま
す
。

と

い
っ
て
も
、
混
雑
し
た
道
路
で
は
、

一
定
の
速
度
で
走

る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
は
、
せ
め
て
ア
ク
セ

ル
や
ブ
レ
ー
キ
操
作
を
ゆ

っ
く
り
と
し

た
動
作
で
行
う
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ

い
。息

加
速
を
十
回
や
る
と
。
五
〇

｀
の

燃
料
を
余
計
に
使

う
こ

と
に
な
り
、
距

離

に
し
て
三
百
五
十

メ
ー
ト
ル
の

”
擯
”

に
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
は

計
画
的
に

迷
い
道
は

ガ
ソ
リ
ン
の
ム
ダ
道
い

ド
ラ
イ

ブ
の
津
中
で
道
に
迷
う
１

こ

れ
も
意
外
と
ム
ダ
な
燃
料
を
使
う
も

と
に
な
り
ま
す
。
一
度
道
に
迷
う
と
自

動
車
の
場
合
、
自
由
に
曲
が
っ
た
り
、

戻

っ
た
り
で
き
な

い
の
で
、
か
な
り
の

距

離
を
走

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

か

ら
で

す
。

た
と
え
ば
、
平
均
時
速
二
十

キ
ロ
の

道
度
で
、
十
分
間
道
に
迷
っ

た
と
し
ま

す
と
。
約
コ
ーチ

五
百

メ
ー
ト
ル
の
距
離

を
’走

る
こ
と
に
な
り
、
約
五
〇
〇

｀
の

燃
糾
が
ム
ダ
に
な
り
ま
す

。

出
か
け
る
と
き
は
、
事
前

に
道

路
や
、

混
幢
時
間
な
ど
を
澗
べ
て

お
き
。
計
甬

韵
な
ド
ラ
イ

ブ
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

あ
の
人
こ
の
人

こ
の
と
こ
ろ
．
公

費
を
乱
用
し
た
お

役
所
の
ず
さ
ん

な
経
理
が
全
国
の
・
あ
ち

こ
ち
で
紬
発
さ
れ
た
．
私
た
ち
が
納

め

た
税
金
が
ム
ダ
使

い
さ
れ
．
あ
る
い
は

正

し
く
使
わ
れ
て

い
な
い
ど

し
た
ら
・
…

国

の
収
支
決
算
を
検
査

す
る
の

に
．

「
会
針
検
査
院
」
が
あ
る
が
．
町
の
財

政
の
状
況
な
ど
を
調
ぺ
、
お
金

が
正
し

く
便
わ
れ
て

い
る
か
ど
う

か
を
検
査
す

る
の

が
監
査
委
樋
で
あ
る
．

監
査
委
員
は
．
地
方
自
治
法
（
一
九

五

条
）
で
設
置
さ
れ
、
学
識
経
験
者
か

ら
一
名
．
町
膿
会

か
ら
一
名
が
選
ば
れ

て
い
る
．

本
田
古
助
さ
ん
（
藤
田
字
南
2
9
）
は

掌
識
経
験
者
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
と
し

て
昭
和
四

十
六
年

か
ら
監
査
委
員
を
勤

め
て
き
た
．

『
議
会
で
決
め
た
こ
と
を

町

長
の
方
で
ま
ち
が
い
な
く
似
行
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
町
民
の
一
人
と
し
て

町
民
の
立
場
に
立

っ
て
見

さ
せ
て
も
ら

っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
光
栄

に
も
思
う
し
、
責
任
も
強

く
感
じ
て

い

ま
す
」
。

今
年
の
町
の
予
質
は
全
部
で
、

二
二

億

。
こ
れ

ら
は
議
会

に
よ

っ
て
決
め
ら

れ
、
町
長
が
執
行
す
る
。
監
査
委
艮
は

そ
の
中
間

に
あ
る
責
重
な
、
そ
し
て
唯

一
の
チ

ェ
フ
ク
ポ
イ
ン
ト

。
そ
の
重
要

性
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
人
間

が
や
る
の
だ
か
ら
誤
り
は
あ

り
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
見

つ
け
出
し
、

訂
正
し
て
も
ら
う

の

が
役
目
。
強
く

も
４
‥う
し
、
き
つ

い
こ

と
も
ぼ
う
が

町
民
の
側
に
仗

り

て
い
る
か
ら
言
え

る
の
で
し

ょ
う
ね
｝

公
平

無
私
、
つ
ね

に
き
び
し

い
目
を

光
ら
せ
て

い
る
。

監
重
は
、
毎
月

一
回
町
の
現
金
の

出
し
入
れ
内

容
を

検
査
す
る
「
例
月

町監査委員の

本 田 吉 助 さ ん



監
査
」
と
．
年
に
一
回
（
六
月

）
町
役

鳩
の
各
課
や
補
助
団
体
の
帳
簿
を
兄
る

「
定
朋
監
査
」
．
そ
し
て
九
月
の
決
算

期
に
町
会
計
の
決
算
内
容
を
審
査
す
る

「
決
算

鯉
定
監
査
」

が
あ
る
．
町
に
入

っ
て
町
か
・
り
出
て

い
く
お
金
は
全
て
が

監
査
の
対
取
で
．
そ
の
資
料
は
膨
｛

ぼ

う

｝
大
な
鼠
と
な

る
．

「
最
近
は
か
な
り
良
く
な
っ
た
が
、

以
前
は
補
助
団
体
な
ど
は
帳
律
の
整
理

が
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
ず
い
ぷ
ん

あ
り
ま
し
た
。
い
つ
で
も
き
ち
ん
と
つ

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
。
も
ち
ろ
ん
す

べ
て
に
目
を
通
す
こ
と
は
不
可
能
だ
か

ら
抽
出
し
て
調
べ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ

に
し
て
も
数
字
の
山
。
聞
い
た
だ
け
で

気
が
遠
く
な
り
そ
う
。

一
方
、
町
の
備
品
の
維
持
・
管
理
の

チ
ェ
ッ
ク
も
人
切

な
役
目
。
学
校
。
公

民
館
、
役
場
の
備
品
管
理
は
、「
は
っ
き

り
露
っ
て
ま
だ
ま
だ
不
尭
全
。
使
え
な

い
も
の
は
廃
棄
処
分
す
る
な
り
し
て
、

き
ち
ん
と
し

た
整
嬋
が
必
要
だ
と
思
う

。」

ま
た
、
監
立
委
員
は
議
会

に
も
出
席

し
、
委
（
｀
と
し
て
の
意
兇
を
述
べ
る
こ

と
も
あ
る
。

本
業
は
、
有

限
会
社
八
木
曜
衣
科
店

の
一
二
代
目
ご
主
人
。

頭
晒
明

晰
（
せ
き
）
。
頭
の
回

転
が

達
く
、
決
断
力

に
富
む
辣
腕
家
（
ら
つ

わ
ん
か
）
で

、
信

望
が
厚

く
。
町
商
工

会
副
会
長
や
山
長
育
英
財
産
管
理
委
員

な
ど
の
要

職
も
兼

ね
て
い
る
。

ま
た
、
若
い
時

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
万
能
。

趣
味
の
ゴ
ル
フ
は
十
三
年
の

キ
ャ
リ
ア

の
持
ち
主
と
か
。
一
方
、
五
人
の
孫
を

持
つ
菩
く
て
や
さ
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

で
も
あ
る
。

人
正

十
一
年
生
ま
れ
。

腰
痛
を
訴
え

る
人
４

、
え
て

病
状

一
回

岫

が
、
す
ぐ
必
に

幀
る
よ
う
な
こ

と
は
せ

ず
．
ま
ず
背
す
じ
を

の

ば
す

な
ど
し
て
。
適
度

な
運

動
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

｛

せ
き
柱

は
ウ
ィ
ー
ク

。

ポ
イ

ン
ト
》

腰

は

。
体
の
構

造

上

疲

れ
や
す

い
と
こ
ろ
で
す

。
せ

き
哇

、
つ
ま
り
背
升
は
わ
た

し

た
ち
の
陬
を
支
え
る
中
軸

と
な
る
骨
格
で
、
爪
い
碵

や

刷
を
支
え
て
い
ま
す

。
そ
の

背
骨
の
十
。台

が
竹
盤
で
あ
り

腰
な
の
で
す
。

一
般
に
よ
く
起
き

る
腰
痛

は
。
肥
満
や
妊
峨

な
ど
に
よ

る
急
融
な
体
重
の
増
加
、
外

化
あ
る
い
は
不
自
然
な
姿
勢

を
侵
く
と
り
続
け
る
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
そ

の
結
果

。
も
と
も
と
摶
造
上

さ

ほ
ど
丈
人
で
な

い
悍
叶
を
支
え

て

い
る
軟
骨
や
じ
ん
帯
、
筋
肉

に
無
理

な
負
担
か
か
か
り
。
腰

が
痛
く
な
る
の
で
す
。

《
背
す
じ
を
の
ば
す
姿

勢
が

大
切
〉

嗔
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
の

お
か
げ
で
、
足
腰
を
随
う
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
上

に
、
背
を

丸

め
て
の
読
４
‥
、
艮
時
間
の
マ

ー

ジ
ャ
ン
や
テ

レ
ビ
観
賞
、
そ

れ
に
哽
利
づ
く
め
の

オ
フ
彳
ス

參
杤
作
業
－

わ
た
し

た
ら
現

代
人
の
腰
に
と
っ
て
は
運
動

不

足
と
い
う
不
鯉
康
な

．
環

境
゛
に
お
か
れ
て

い
る
と

い

え
る
で
し
ょ
う
．

艇
い
如
み
な
ら
首
す
匕
、

背
す

じ
を
の

ば
し
、
両
手
を

人
き
く
振
っ
て
ど
ん
ど
ん
嘶

き
ま
し
ょ
う
．
イ
ス
に
は
深

く
腰
か
け
．
ま
っ
す
ぐ
背
す

じ
を
の

ば
し
ま
す
．

《
痛
み
が
ひ
ど
い
時
は
》

腰
痛
の
原
因
は
無
数
に
あ

り
、
は
っ
き
り
し
た
原
因

か

つ
か
め
な
い
鳩
合
が
多

い
と

い
え
ま
す
．
外
傷
や
内
臓
、

神
経
の
病
気
に
よ

る
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
疑

い
か
あ

る
鳩
合
は
医

師
の

診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

疲
れ
か
ひ

ど
く
て
痛

い
鳩
合

は
、
安
伸
に
し
て
癪
る
こ
と
で

す
。
腰
が
深
く
落
ち
込
む
よ
う

な
ベ
ッ
ド
や
布
団
は
避
け
。
寝

叺

は
川

め
を
遡

び
ま
し
ょ
う
。

腰痛を起こしたとき
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竃 凧 の 衂卜, い11 だ 人 と1111る く

な る と ， い ま ま で||･?, た な か

り た タ タ ミの4'り れ や 机 の 十
み

の 要 弓 な い 物 が|11.: －』き は じ

め ま･1' ， 人 そ う じ は い ー．ぺ 人

に や･ ，て し ま ね うと 十 る の: よ

λ 変 て･寸　 台 所 や 押 人41 の 申

は あ ら か む め･1' ま せ て む く よ
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心配ごと相談日

増 所 ： 役場 二 階1 日鴣室

1東側入||よ'1 お人'】'ﾄﾞさい1　　

時 岡 ： ９時 ～12 時

こ ま っ た こ と や･む 配ご と が あ

り まし たら お 気軽 に ご111』 ‾卜 さ

い。 秘密:ま絶 対 に 守'1 ま十 。

【 相 談 口 】

0125［1（金）鈴 木　正 雄

朝 内　ひ で

５月２［］（金）速 藤 喜 市

村 上 ハツヨ

５即5 日（木）菊 地 正 治

佐久間　い　ち

５月24日（土）宇佐美 兵 藏

渋 谷 愛 子

ワイドおしらせ

明るい老後|こ

橘えるために

四
月
か
ら
３
、７
７
０
円
に

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
の
保
険
糾
が
４
日
り
か
ら

１

ヵ
月
一・
不

七
百
匕
１

円
に
改
正

さ
れ
ま

し

た
。

昭
和
瓦
卜
四
年
度
の
収

支
を
み
て
み
ま
す
と
．
一

兆
八
匕
匕
億
円
の
傑
険
料

収
人
に
対
し
て
、
給
付
費

は

．
兆
四
〇
八
じ
億
円
と

な
り
、
給
什
費
が
ニ
ニ

ー

○
偐
円
も
れ
ま
わ
っ
て
い

ま
す
．

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の

保
険
叫
碵
立
金
で
は
、
乍

金
財
政
を
将
来
と
も
維
持

し
で
い
く
こ
と
が
不
可
能

で
す
、

加
え
て

、
こ
ね
か
ら
迎
え

る
で
あ
ろ

う
鳥
船
化
社
会
に
吋
応
し
て
川
人
す
る

年
金
受
結
占

に
吋
す
る
乍
舎

費
川
を
ど

う
し
て

ま
か
な
う
か
。
と
い
う
こ
と
か

ら
傑
険

糾
の
引
き
廴
げ
は
さ
ほ
て
通
る

こ
と
が
で

き
な

い
問
題
と
な
っ
て

い
ま

弋
第

。
期
｛
円

ー
六
月
分
一
の
納
期
限

は
五
月
三
ト

ー
ロ
で
す
。
納
期
限
を
守

っ

て
納
め
ま
し
ょ
う
。

前
納

す

る
と

お
得

で

す

．
乍

分

の

保

険

糾

を

ま

と

め

て

前

納

す

る

こ

と

が

で

き

ま

卜

．．、
加

納

し

ま

す

と

納

め

忘

れ

も

な

く

、

そ

の

う

え

削

引

と

い

ー
り
特

典

も

あ

り

ま

十

．

前

納

は

円

り

．
．
．

卜

日

ま

で

納

め

る

こ

と

が

条

件

で

す

．

前

吶

十

る

方

は

段

川
年
金
係
ま
で

き
て
納
め
て

く
だ
さ

い
。

四

月

の

健

康

叫
り
は
析
人
誕
生
の
季
節
で
す
。
新

し
い
環
境
に
不
慣
れ
な
生
活
に
は
、
い

ろ
い
ろ
と
問
閣
が
あ
る
よ
う
で
す
。

第

。
に
礎
労
。
恨
れ
な
い
環
境
で
緊

張
の
連
続
で
す
。
肉
体
的
に
も
精
神
的

に
も
疲
労
が
亟
な
り
ま
す
。
か
ら
だ
を

均
等
に
動
か
す
よ
う
な
適
当
な
連
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
休
み

時
間
の
体
操
、
な
わ
と
び
、
通
勤
時
バ

ス
停
を
ひ
と
つ
萠
ま
で
急
ぎ
足
で
少
く

な
ど
。

ま
た
、
新
し
い
人
間
関
係
が
で
き
て

悩
み
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
が
、
悩
み
を
内
向
さ
せ
な
い
よ
う
な

く
ふ
う
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
気
分
転

椣
を
は
か
り
、
緊
張
を
解
き
ほ
ぐ
し
ま

し
ょ
う
。
あ
ま
り
無
理
を
せ
ず
、
生
活

に
針
画
性
を
持
た
せ
る
よ
う
男
力
し
て

新
し
い
環
塊
に
早
く
適
応
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
・
　
　
　
　
　

（
保
健
課
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新

昭
和
だ
卜
瓦
尓
度
の
労
働
傑
険
｛

労

災
傑
険
、
雇
川

保
険

｝
の
年
度
更
新
を

ず
る
叶
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

四
日

初
め
に
、
局
ま
た
は
県
か
ら
送

付
さ
れ
る
巾

‥`
瀝
川
紙
と
紀
人
要
領
を

よ
く
む
読
み

い
た
だ

い
て
、
瓦
り
卜
丘

日

ま
で

に
自
主
中

‥`
、
自
主

納
付
を
、

も
よ
り
の
金
融
機
関
、
郵

便
局

。
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
県
壥
用
ほ
険
課

に

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
期
日

ま
で

に
申

‥`
の
で
き
る

よ
う
賃
金
台
帳
等
を
整
備
し
て
お
か
れ

る
よ
う
お
瓠
い
い
た
し
ま
す
。

福

島

労

働

基

準

局

福
島
県
商
工

労
働

部

｛
郤年 一前

い
万

笨
３
１

－
７ 一６ ー－刈１4

4卜

円

険
1
7
0

保

４

晶付

ー
ー‐皿5

0
ー糾蒭



ワイドおしらせ

ビャクシン類を植えないで！

リンゴに 赤゙星病，を媒介

み
な
さ
ん

の
庭

に
、
赤

星

病
を
媒
介

す
る
ビ
ャ

ク

シ
ン
銀
｛

カ

イ
ズ
カ
イ
プ

キ
、
タ
マ
イ

プ
キ
、
ネ
ズ

な
ど
｝
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

果
樹
の
大
敵

〃
赤
肌
璃
”
は
ビ
ャ
ク

シ
ン
類
で
越
冬
し
、
四
月
中
旬
一
五
月

中
旬
に
か
け
て
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
に
鵬
染

し
て
大
き
な
被
害
を
与
え
る
た
め
。
農

案
で
は
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
病
訊
は
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
が
な
け

れ
ば
繁
殖
で
き
な
い
の
で
、
リ
ン
ゴ
圜

や
ナ
シ
園
か
ら
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

で
は
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
を
縫
え
な
い
よ
う

に
お
噸
い
し
ま
す
。

善
意
の
窓

町
福
祉

協
讀
会
へ

○
国
艶
町
膏
年
掌
級
よ
り

一
万

五
、
一
六
二
円

上

ぼ
春
祭
チ
ャ
リ
テ
４
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
バ
ザ
ー
売
上
金

○
奥
山
木
古

さ
ん
｛
藤
田
字
北
３

｝

二
万
円

－

故
ヱ
イ

さ
ん
の
遺
志

〇
宍
戸
勇
吉
さ
ん
（
石
毋
田

字
駒
増
2
4
）

十
万
円

－

故
七
ツ
き
ん
の
遺
志

（
）
武
川
勲
さ
ん
｛
藤
田
字
沢
田
三

、
７
｝

五
万
円

１

故
徳
泊
さ
ん
の
遺
志

畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

４
月
2
9日

、
役
場
車
庫
前

先
に
各
地
区
で
実
施
し
た
畜
犬
登
録

と
第
一
回
予
防
注
射
に
つ
い
て
、
都
合

悪
く
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
飼
肓
者
の
た

た
め
に
実
施
し
ま
す
。

○
日
時

４
月
2
9日
　
９
時
3
0分
よ
り

○
場
所

役
場
車
庫
前

（
）
持
参
す
る
も
の

印
鑑
ご
二
干
二
百

円
（
登
録
と
注
射
料
『

通
知
書

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
第
一
期

国

民

健

康

保
険

税
第

一
期

一
福
鳥
信
用
金
庫
（
会
長
角
田
林
兵
エ
．

理
事
長
佐
藤
畏

雄
）

三
十
万
円

編
集
日
記

○
き
ぴ
し
い
寒
さ
と
も
よ
う
や
く
別
れ

を
告
げ
、
各
地
の
花
だ
よ
り
に
心
弾
む

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
野
に
山
に
出
か

け
て
き
れ
い
な
空
気
を
綯
い
っ
ぱ
い
吸

い
こ
み
ま
し
よ
う
。

〇
と
こ
ろ
で
、
近
頃
、
残
念
な
こ
と
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
一
郎
の
心
な
い
人
達

に
よ
っ
て
山
が
あ
ら
さ
れ
、
貴
重
な
植

物
が
根
こ
そ
ぎ
無
く
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
山
の
植
物
は
そ
こ
だ
け

に
し
か
な
い
大
切
な
も
の
。
み
ん
な
で

守
り
胄
て
て
い
！

た
い
も
の
で
す
。

○
一
年
間
続
け
た
表
祇
の
「
父
・
娘
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
先
月
を
も
っ
て
終
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
月
か

ら
ま
た
新
た
に
趣
向
を
こ
ら
し
、
紙
面

も
見
開
き
を
多
く
利
用
し
て
、
よ
り
見

や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
、

き
た
ん
の
な
い
ご
憲
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

’

戸籍の窓

口
(３ 月受付分)

出生おめでとうござ い ます

父の氏名　　 子の名　　 部 落

八巻　廣行　 由起子　 町　 東

鑓水　
正春　 嶌　一　 潭宗山東

吾妻 春夫　 健　一　 大 木 戸
吉田　次夫　 悠　子　 駅　 前
一条4 ●郎　 輝 幸　 大 町 北

大波　 功　 奈津貧　 第　　八
俟蓚　申治　 梟 将　 貝　 田

倬脯 忠雄　 直 哉　 潭水山家
安藤

哲男　 里　羮　 富　　家

赤坂　 晃　 厚 子　 内 谷 西
佐傳 和夫　 裕 之　 第　 三

加廊 要
一　 妙 子　 大 町 南

鈴木　 茂　 智　子　 川　　内
小早川 阻　 愛 子　 富 町 北
佐募 勝男　 騨　美　 石毋田東

ご 結婚おめでとうご ざい ます

氏　 ６　　　　　 部落｛髞住所|

八　卷　英 昭　　　　 第　 七
高　擒 侵　子　　 新潟県村上市
’大　波 洋　三　　　　 潭亰山西
蔔　地　久美子　　　　 梁 川 町
’林　　 鄒　夫　　　　 太 田 川
酒　井 真　弓　 北海道岩兇沢市
’佐　藤　長　-･　　　　 晧 江 北
央　戸　文　子　　　　 鴒　 －

’
松　濔 次　雎　　　　 第　　三
寺　島 八重子　　　　 ぬ 折 町
’八 巻 和 夫　　　 徳 江 北
蚣 野 受 子　　　 桑 折 町
1松　滷　英　纜　　　　 石毋Ⅲ北
,宍　戸　米　 子　　　　 石毋Ⅲ北

おく やみ申し 上げ ます

氏　 名　　　￥飴　　 糾 落
＊　 田　太円郎　80  　 本　 町

佐 恥　 キリノ　　69　 旃　　三
奥　山　 エ　イ　　70　 富　4ﾋ

高 檎　 シ　ホ　82　 山 崎 北
渡 辺 モ　ト　65　 泉 田

下
絛 江　一　郎　68　 本　 町
高 橋　　 透　53　 内 谷 東
根　本 榮　 予　34　 上　 野
武　田　徳　治　67　 町　 束

宍　戸　セ　ツ　 フ5　 石母田北
高　原　た　っ　87　 鳥　 取
佐 藤　末　治　64　 中　 郎

鈴　木　榮　 作　64　 川　 内
寺　鳥 搴　 元　75　 第　 四
星 野 締 古　83　 光 明 寺



公
民
館
だ
よ
り
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手
を
つ
な
ぐ
喜
び
を
力
に

充
実
し
た
公
民
館
活
動

学
ぶ
ー

そ
れ
は
学
校
に
行
っ
て
い

る
間
の
こ

と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会

に
お

い
て
、
そ
の
″`
ぴ
は
人

と
人

と
の
深

い
ふ
れ
あ
い
と
な
っ
て
さ
ら
に

高
ま

っ
て

い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。わ

が
町
は
社
会
教
宵
活
動
の
さ
か
ん
な

町
で
す
示

さ
な
子
供
を
は
じ
め
、主
峰
、

昨
年

、
高
船
者

に
い
た
る
ま
で
然
心
に

活
動
し
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、

婦

人

乍

級

、

政

雄

幸

級

。

明

治

幸

級

…
…

み

ん

な

、

そ

の

活

動

を

通

じ

て

し

っ

か

り

と

心

を

つ

な

ぎ

、

地

域

奉

仕

に

、

自

分

自

勘

の

豊

か

な

人

間

性

の

育

成

に

と

瞶

極

的

な

参

如

世

識

を

も

『

で

い

ま

す

。

そ

し

て

、

な

に

よ

り

も

豪

し

く

参

加

し

て

い

る

の

が

わ

か

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

活

動

の

中

心

と

な

っ

て

い

る

の

が

公

民

館

で

す

。

総

合

的

な

社

会

教

育

セ

ン

タ

ー

と

し

て

。

町

民

み

ん

な

が

気

軽

に

利

用

し

、

あ

た

た

か

い

ふ

れ

あ

い

の

中

で

充

実

し

た

時

を

す

ご

せ

る

よ

う

。

各

捶

の

研

修

や

活

助

が

さ

か

・（

に

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

今

年

度

も

。

町

民

幸

校

を

は

じ

め

＆

捶

学

級

、

い

ろ

い

ろ

な

文

化

活

如

が

１

定

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

幢

極

的

に

参

仙

し

、

生

き

が

い

の

あ

る

生

活

に

没

を

て

て

く

だ

さ

い

。

明

治

学

薐

は

お

年

よ

り

の

生

き

が

い

に

貢

献

本
を
あ
り
が
と
う

村
上
永
一
さ
ん

｛
貝
Ⅲ
字
山
ノ
神
前
5
5
｝

へ
文
庫
本

．
０
。
‘冊
ヾ

新

職
貝

で

す

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

四
川

．
日

か
ら
、
祐
会
教
町

指
心
’八

が
佐
藤
ナ

ノ
さ
λ

か
ら
？
Ⅲ
袙
さ
ん
に

引
き
つ
が
れ
ま
し
た
こ

？
Ⅲ

さ
人
は
、
今
作
、
藤
Ⅲ
小

幸
校

を
退
職

卜
る
ま
で
、
．．．卜
た
乍
問
教
職

に
あ

ゝ
た
そ
の
辺
の

ベ
テ
ラ

’／
で

、
豊

か
な
経
験

と
幅
広

い
知
識
を
も
っ
て
意

欲
卜
分

、
お
も
に
川
治
学
級
と
新
し
く

始
ま
る
孔
幼
児
幸
級
の
指
導
に
あ
た
り

ま
す
．

．
方
、
異
動
に
な

っ
た
一
白
津
美
代
１

杠
事
の
あ
と
に
．
武
Ⅲ
廈
’卜

七
亊
が
、

役
場
税
務
課
か
ら
公
民
鯨
勤
筋

と
な
り

ま
し
た
１

お
も

に
婦
人
学
級
と
図

ぶ
の

仕
嘔

を
し
ま
す
。
明
朗
で

や
さ
し

い
一

児
の

マ
マ
で
す
。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

武田 慶子主 事 早　田　　　精
社会教育指導員

５ 月 ４ 日 ～ ５ 日

日 本 画 ・ 書 道 ・ 刻 字 ・ 写 真

公 民 館 で 展 示 会

５月４日（日）、５日（ ﾀﾞ･どもの冂）に公民館で、日本

両・書道・刻字・カメラ各クラブの合同展示会を閧きます。

日ごろの成米を兄でいただき、勉強の励みとしたい考え

です。どうかみなさん。ご窄族連れで、またはお友達とぜ

ひ公民館へお立ち寄りください。お待ちしています。

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
二
日

ベ
レ
ー
帽
ス
テ
ッ
キ
持
ち
て
春
浅
し
　
　

奥
山

甲
二

み
仏
の
肌
に
ふ
れ
た
る
堂
の
春
　
　
　
　

奈
藤
黄
鶴
楼

春
炬
燵
映
に
亡
母
の
甦
る
　
　
　
　
　

熊
田
　
一
陽

嫁
菜
摘
’じ
磧
ろ
は
国
道
四
号
線
　
　
　
　

藤
田

勝
衛

眷
一
勝
河
辺
の
柳
這
ふ
如
く
　
　
　
　
　

野
村
た
か
し

老
の
身
を
芹
山
深
き
に
輳
つ
け
て
　
　
　

佐
久
間
山
月

鉄
塔
の
白
く
商
く
て
山
笑
う
　
　
　
　
　

須
田
泰
山

シ
ク
ラ
メ
ン
花
い
っ
ぱ
い
に
茶
の
閣
か
な

加
藤

痴
仏

一
浪
の
子
を
励
ま
し
て
五
加
飯
　
　
　
　

奥
山

雨
田

襄
木
戸
を
あ
く
れ
ば
小
川
春
浅
し
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

藷
娩
の
笛
の
脊
ち
ぎ
れ
春
一
番
　
　
　
　

阿
部

亭
司

聞
き
馴
れ
ぬ
鳥
鳴
く
春
の
温
泉
宿
　
　
　

阿
部
し
げ
を

春
浅
し
つ
く
ね
ん
と
し
て
出
で
も
せ
ず
　

佐
藤

国
楓

ひ
が
ん
觴
地
在
り
し
姿
の
親
浮
か
ぶ
　
　

渋
谷

良
一

下
萌
に
よ
ろ
め
く
小
さ
な
足
の
跡
　
　
　

角
田

昭
子

切
り
貼
り
の
障
子
の
影
や
舂
浅
し
　
　
　

羽
賀

え
い

夜
べ
の
雨
白
梅
咲
い
せ
匂
ひ
け
り
　
　
　

熊
田

高
枝

梢
と
梢
さ
さ
や
き
合
う
て
山
笑
う
　
　
　

赤
間
は
る
子

蕗
の
と
う
い
つ
も
の
鳩
所
に
二
つ
三
つ
　

熊
坂
き
よ
子

耐
え
得
れ
ば
笑
む
日
和
あ
り
梅
の
花
　
　

鈴
木

幸
子

春
の
雲
ふ
ん
わ
り
小
皿
に
豆
腐
の
耳
残
る

森
田

栄
子
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